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カ
ル
テ
イ
ニ
の
著
作
と
追
悼
記
事
に
つ
い
て

　
　
！
一
九
世
紀
末
ジ
ャ
ワ
と
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て

　
　
　
　
　
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
！

富

へ

水

泰

代

工
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
（
拶
彗
窪
》
＆
窪
閑
霞
ユ
巳
噂
円
。
。
謬
4
ゆ
9
）
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
け
る
女
性
運
動
の
先
駆
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
の

思
想
と
そ
の
生
涯
は
、
書
簡
集
b
o
ミ
b
ミ
亀
ミ
§
之
ミ
ト
帖
ら
蕊
（
『
闇
を
越
え

て
光
へ
』
）
の
う
ち
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
生
前
、

書
簡
単
に
収
め
ら
れ
た
も
の
以
外
に
も
多
く
の
文
章
を
記
し
、
そ
れ
ら
は
当

時
、
オ
ラ
ン
ダ
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
本
稿
で
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
発
表
し
た
著
作
と
カ
ル
テ
ィ

ニ
の
追
悼
記
事
を
紹
介
し
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
生
き
た
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
カ
ル
テ
ィ
ニ
と
い
う
人
の
概
略
を
示
し
て
お

こ
う
。

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
ジ
ャ
ワ
貴
族
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
中
ジ
ャ
ワ
北
岸
の
ジ
ュ

パ
ラ
（
｝
①
陽
蜜
）
の
ヨ
ー
β
ッ
パ
人
小
学
校
（
国
類
。
噂
①
ω
。
プ
。
ピ
ρ
α
q
2
ω
。
プ
o
o
一
）

で
学
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、
東
イ
ン
ド
在
住
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
子
女
を
対
象
に
、

オ
ラ
ン
ダ
人
教
師
に
よ
っ
て
本
国
と
ほ
ぼ
同
じ
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

ジ
ャ
ワ
人
で
あ
る
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
そ
の
学
校
へ
入
学
で
き
た
背
景
に
は
、
十

九
世
紀
後
半
の
植
染
地
社
会
の
変
容
が
あ
る
。
当
時
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン

ド
で
は
、
本
圏
に
お
け
る
産
業
革
命
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
実
業
家
や
私

企
業
に
よ
る
投
資
が
活
発
に
な
り
、
ジ
助
、
ワ
で
は
、
運
輸
・
通
儒
の
発
達
が

み
ら
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
植
民
地
の
行
政
機
構
が
拡
大
し
、
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
赴
任
す
る
官
吏
を
増
員
し
た
だ
け
で
は
足
り
ず
、
下
級
官
吏
が
植
民
地
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の
住
民
か
ら
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
植
民
地
の
住

民
に
も
オ
ラ
ン
ダ
語
教
育
を
与
え
る
必
要
が
あ
り
、
一
八
六
四
年
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
入
小
学
校
が
ジ
ャ
ワ
の
住
民
に
公
式
に
開
放
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
に

下
級
官
隻
試
験
（
H
（
一
①
同
離
9
日
び
け
①
づ
㊤
ρ
屈
q
謄
1
0
×
酔
肖
P
Φ
口
Q
励
）
の
実
施
が
決
定
し
、

そ
れ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
小
学
校
修
了
が
条
件
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
ユ

ー
ラ
シ
ア
ソ
や
原
住
民
上
層
部
の
子
女
に
官
吏
登
用
の
道
が
広
が
っ
た

〔
寄
。
Φ
ω
冨
諺
噂
お
蕊
”
造
り
〕
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ワ
の
貴
族
や
都
市
の

上
層
社
会
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
と
ジ
ャ
ワ
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
生
活
空
間

が
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
。
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
オ

ラ
ン
ダ
語
教
育
を
受
け
た
初
期
の
ジ
ャ
ワ
人
で
あ
る
。
そ
の
兄
達
は
H
B
S

（
麟
o
o
σ
q
霞
b
ご
霞
σ
Q
震
Q
D
o
ゲ
0
3
へ
進
学
し
、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
へ
留

学
し
た
者
も
い
た
。

　
し
か
し
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
十
二
歳
の
時
、
父
親
に
強
制
的
に
退
学
さ
せ
ら

れ
た
。
当
時
の
ジ
ャ
ワ
に
は
閉
居
の
慣
習
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
、
閉
居
は
ジ
ャ
ワ
語
で
ピ
ソ
ギ
タ
ソ

（
℃
貯
σ
q
冨
5
）
と
呼
ば
れ
、
年
ご
ろ
に
達
し
た
ジ
ャ
ワ
貴
族
の
娘
に
結
婚
ま
で

外
出
を
禁
じ
る
慣
習
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
、
兄
達
と
同
じ
よ
う
に
H
B
S
へ

の
進
学
を
希
望
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
閉
居
に
よ
っ
て
行
動
の
自
由

を
失
な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
断
じ
て
納
得
で
き
な

か
っ
た
。
一
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
小
学
校
に
学
ん
だ
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
、
自
己
の

考
え
が
た
と
え
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
価
値
観
に
反
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
枠
組

の
外
で
は
容
認
さ
れ
る
こ
と
を
感
じ
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

彼
女
は
自
身
の
置
か
れ
た
状
況
を
、
閉
居
当
初
は
単
に
個
人
的
な
レ
ベ
ル
で

か
し
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
世
間
と
の
交
流
が
断
絶
状
態
に
あ
る
な
か
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
物
が
、

カ
ル
テ
ィ
ニ
と
外
の
世
界
を
つ
な
ぐ
唯
一
の
手
段
で
あ
っ
た
。
彼
女
億
そ
の

中
で
、
当
選
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
女
性
の
地
位
向
上
と
い
う
考
え
を
知

っ
た
。
そ
の
考
え
を
通
じ
て
、
彼
女
は
自
身
の
体
験
を
直
視
し
、
ジ
ャ
ワ
の

女
性
の
実
状
を
客
観
的
に
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
彼
女
は

自
身
の
価
値
に
気
ず
き
、
女
性
と
し
て
ジ
ャ
ワ
人
と
し
て
自
尊
の
念
を
も
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
女
は
そ
の
心
し
い
知
識
を
も
と
に
構
築
し

た
考
え
を
書
簡
に
記
し
た
り
、
繊
版
物
に
発
表
し
は
じ
め
た
。
ま
た
、
彼
女

は
ジ
ャ
ワ
人
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
に
教
育
の
必
要
性
を
説
え
、
自
ら
女

子
校
を
開
設
し
た
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
閉
居
中
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書

物
か
ら
殺
し
い
知
識
を
学
び
、
思
索
を
深
め
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
詳
し
い

経
緯
や
彼
女
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
読
書
内
容
、
お
よ
び
ジ
ャ
ワ
で
の
西
洋
の
書

籍
の
入
乎
状
況
に
関
し
て
は
、
す
で
に
「
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
『
世
界
認
識
』
の

形
成
過
程
」
で
述
べ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。
し
か
し
、
彼
女
が

オ
ラ
ン
ダ
語
の
幽
版
物
で
、
十
九
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
女
性
解
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放
思
想
を
知
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
通
じ
て
ジ
ャ
ワ
の
実
状
を
客
観
的
に
認
識

し
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
十
九
世
紀
末
の
ジ
ャ
ワ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
で
発
行
さ
れ

た
書
籍
を
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
以
上

の
三
点
を
再
度
こ
こ
で
強
調
し
た
い
。

　
さ
て
、
従
来
の
カ
ル
テ
ィ
ニ
に
関
す
る
研
究
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
お

け
る
「
倫
理
政
策
（
南
け
巨
ω
o
げ
？
や
○
簿
δ
匿
）
」
、
特
に
そ
の
政
策
の
骨
子
の
ひ

と
つ
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
教
育
の
普
及
と
い
う
観
点
か
ら
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が

考
察
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
現
代
史
と
民
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

主
義
運
動
の
研
究
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
運
動
の
先
駆
者
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
生
き
た
時
代
は
、
主
と
し
て
十
九
世
紀

末
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
が
始
ま
る
約
十
年
前
の
時

代
で
あ
り
、
し
か
も
女
性
は
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
価
値
観
に
よ
っ
て
、
社
会
的

に
束
縛
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
研
究
に
用
い
ら
れ
る
史
料
に
関
し
て
は
、
そ
の
生
涯
や
思
想
を
考

察
す
る
上
で
、
先
述
の
書
簡
集
が
常
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
彼
女

が
西
洋
人
の
文
通
栢
手
に
宛
て
た
手
紙
を
、
一
九
　
一
年
に
書
簡
集
と
し
て

出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
か
ら
の
取
益
は
「
カ
ル
テ
ィ
ニ
学
校
」
設

立
資
金
と
さ
れ
、
一
九
一
三
年
に
「
カ
ル
テ
ィ
ニ
基
金
」
委
員
会
が
発
足
し
、

同
年
九
月
に
ジ
ャ
ワ
で
「
カ
ル
テ
ィ
ニ
学
校
」
が
開
校
し
た
。
こ
の
一
連
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

事
業
を
推
進
し
た
主
要
人
物
は
、
ア
ベ
ン
ダ
ノ
ソ
（
同
・
出
．
諺
び
。
特
質
鶏
。
ゆ
）

で
あ
っ
た
。
彼
は
書
簡
集
の
編
集
も
行
な
い
、
そ
の
中
で
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
、

オ
ラ
ン
ダ
語
教
育
を
受
け
、
ジ
ャ
ワ
人
女
性
の
地
位
向
上
に
献
身
的
な
若
き

女
性
像
の
好
例
〔
富
永
・
δ
8
”
り
呂
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
書
簡
集
は
、
編
集
時
の
文
面
の
省
略
や
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
手
紙
が

多
数
あ
っ
た
こ
と
〔
内
錠
怠
鼠
H
⑩
。
。
ご
区
凝
H
〕
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
書
簡
集
が
唯
一
の
史
料
の
如
く
引
用
さ
れ
続
け
て

き
た
。
一
方
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
ほ
か
の
著
作
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

　
　
　
　
③

ど
な
か
っ
た
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
生
前
に
公
表
し
た
著
作
と

そ
の
掲
載
誌
、
お
よ
び
追
悼
記
事
を
紹
介
す
る
。
前
者
で
は
、
生
前
の
カ
ル

テ
ィ
ニ
の
見
解
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
後
者
で
は
、
彼
女
の
死
亡
直
後
の

オ
ラ
ン
ダ
と
ジ
ャ
ワ
の
双
方
で
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
、
理
解
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
う
ち
に
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
実
像
を
解
明
す
る
手
が
か
り
が
見
出
せ
る

で
あ
ろ
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

①
　
一
九
六
四
年
に
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
独
立
英
雄
」
に
加
え
ら

　
れ
た
。

②
　
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
四
年
ま
で
政
庁
の
教
育
・
宗
数
・
産
業
局
長
官
を
務

　
め
た
。
一
九
〇
〇
年
に
ジ
ュ
パ
ラ
を
訪
問
し
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
と
会
談
し
た
。
そ
の

　
後
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
文
通
駅
手
と
な
っ
た
。
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③
ω
0
2
0
8
ロ
リ
謡
］
に
若
干
の
嘗
及
箇
駈
が
あ
る
。

カ
ル
テ
ィ
ニ
の
著
作
と
そ
の
掲
載
誌

（
1
）
　
著
作
内
容
と
掲
載
誌
の
性
格

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
生
前
に
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
発
表
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
出
版
物
に
掲
載
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
生
き
た
姿
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
彼
女
の
存
命
中
に
出
版
さ
れ
た
著
作
に
絞
っ
て
論

じ
た
い
。

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
著
作
を
b
o
ミ
b
ミ
箕
馬
§
請
鳳
ミ
ト
帖
“
ミ
一
九
七
六
年
版
の

四
三
八
頁
よ
り
抜
粋
し
た
（
「
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
著
作
リ
ス
ト
」
、
こ
の
中
に
は

死
後
嵐
版
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
）
。
　
こ
の
ほ
か
に
も
、
　
カ
ル
テ
ィ
ニ
が

一
九
〇
三
年
に
政
庁
へ
提
出
し
た
覚
え
書
「
ジ
ャ
ワ
人
に
教
育
を
」
が
あ
る

が
、
す
で
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
先
述
の

よ
う
に
、
従
来
の
カ
ル
テ
ィ
ニ
研
究
で
は
、
手
紙
の
文
面
の
省
略
や
、
編
者

の
意
図
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
①
の
書
簡
集
が
引
用

さ
れ
き
た
。
し
か
し
、
②
か
ら
⑦
ま
で
に
関
し
て
は
、
雑
誌
名
や
本
の
題
名

に
言
及
さ
れ
て
も
、
そ
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
①
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
作
鹸
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
死
後
七
年
経

て
編
集
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
こ
こ
で
は
②
よ
り
順
を
追
っ
て
説
明
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を
煎
え
た
い
。

　
②
、
「
コ
ジ
ャ
社
会
の
結
婚
」

　
そ
の
内
容
は
、
ジ
ャ
ワ
の
ム
ス
リ
ム
の
結
婚
式
に
つ
い
て
、
新
婦
に
主
眼

を
置
い
て
記
し
た
論
稿
で
あ
る
。
例
え
ば
、
結
婚
式
の
衣
装
や
食
事
の
様
式

な
ど
を
、
式
の
前
日
か
ら
式
後
五
日
目
ま
で
の
一
連
の
儀
式
を
詳
細
に
解
説

し
て
い
る
。
じ
口
遭
無
養
磯
§
は
、
王
立
地
理
言
語
民
族
学
研
究
所
（
K
I
T
L

V
）
の
主
要
刊
行
物
で
あ
り
、
一
八
五
三
年
の
創
刊
以
来
、
現
在
に
至
る
。
カ

ル
テ
ィ
ニ
の
論
文
が
高
水
準
の
学
術
誌
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
特
略
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
東
イ
ン
ド
住
民
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
自

体
が
、
当
時
と
し
て
は
注
目
に
値
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
稿
は
彼
女

の
父
親
の
名
前
で
公
褒
さ
れ
た
が
、
一
八
九
九
年
十
一
月
六
日
付
の
ス
テ
ラ

宛
の
手
紙
の
中
で
、
こ
の
論
文
は
自
分
が
書
い
た
と
述
べ
、
そ
の
抜
刷
を
ス

テ
ラ
に
送
付
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
論
文
の
題
鼠
が
、
当

時
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
、
書
店
と
毘
版
業
を
経
営
し
て
い
た
コ
ル
フ
（
Q
．
囚
。
藁
）

　
　
　
　
　
　
　
①

の
ブ
ッ
ク
カ
タ
ロ
グ
（
一
九
〇
五
年
版
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
論
稿
が
先
述
の
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
た
後
、
同
年
に

単
行
本
と
し
て
ハ
ー
グ
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
③
お
よ
び
④
は
第
三
節
で
言
及
す
る
。

　
⑤
、
「
幻
滅
」

　
掌
編
小
説
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
簡
約
し
た
い
。

　
コ
羽
の
小
鳥
が
巣
の
外
の
広
い
世
界
に
あ
こ
が
れ
、
一
日
も
歩
く
巣
立

ち
し
た
い
と
強
く
主
張
し
た
が
、
父
親
の
許
し
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る

日
、
自
ら
巣
を
離
れ
た
が
、
現
実
の
世
界
は
父
親
の
言
っ
た
通
り
危
険
に
満

ち
て
お
り
、
自
分
の
思
い
描
い
た
美
し
い
世
界
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
こ
と

に
、
幻
滅
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
小
鳥
は
世
間
の
荒
波
の
中
で
疲
弊
し
、
つ

い
に
亡
な
っ
た
。
」

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
死
か
ら
約
二
週
間
後
の
一
九
〇
四
年
十
月
二
日
、
第
二
十

三
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
嗣
寄
幕
ミ
ミ
§
ミ
勾
ミ
爵
は
、
　
一
九
〇
四
年
五
月
一
β
に
ス
ラ
バ
ヤ
で
発

行
さ
れ
、
一
九
一
七
年
ま
で
続
い
た
週
刊
誌
で
あ
っ
た
。
寄
稿
家
に
は
ボ
レ

　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ル
（
踏
曾
b
ご
o
H
Φ
一
）
、
フ
ァ
ン
・
コ
ル
（
く
㊤
ゆ
譲
9
）
夫
｛
婁
、
サ
フ
ォ
ル
ニ
ソ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ロ
フ
マ
ソ
（
㌧
r
．
ω
題
く
◎
同
鵠
一
P
ー
ピ
O
げ
憾
P
㊤
轟
）
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
著
名
人
の
名

前
が
み
ら
れ
る
。
雑
誌
は
毎
号
十
六
頁
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
総
督
関

係
の
記
事
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ュ
ー
ス
、
女
性
の
現
状
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
の

実
態
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
演
劇
、
さ
ら
に
ハ
ー
グ
の
東
イ
ン
ド
料
理
店
の

記
薯
に
い
た
る
ま
で
多
様
な
分
野
の
話
題
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
東
イ
ン
ド

の
話
題
と
並
ん
で
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
も
題
材
を
多
く
求
め
て
い
る
こ
と
に
関
し

て
、
主
た
る
読
者
層
で
あ
る
東
イ
ン
ド
在
住
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
動
向
を
知
り
た
い
と
い
う
要
望
に
応
じ
て
、
内
容
の
梅
成
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
換
揺
す
れ
ば
、
読
者
の
ひ
と
り
で
あ
ら
「
た
カ
ル
テ
ィ
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二
に
と
っ
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向
を
日
常
レ
ベ
ル
に
お
い
て
具
体
的
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
雑
誌
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
と
こ
の
雑
誌
の
か
か
わ
り
で
言
え
ば
、
一
九
〇
四

年
十
月
九
臼
に
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
追
悼
記
事
が
福
｛
載
さ
れ
、
翌
年
二
月
十
二
日

目
は
「
ジ
ュ
パ
ラ
の
思
い
出
」
と
い
う
題
で
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
を
偲
ぶ
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
述
べ
る
。

　
⑥
、
「
忘
れ
ら
れ
た
辺
境
か
ら
」

　
ジ
ュ
パ
ラ
の
木
彫
工
芸
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
カ
ル
テ
ィ

ニ
と
二
人
の
妹
の
写
真
と
一
緒
に
木
彫
工
芸
品
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
節
を
次
に
紹
介
し
た
い
。

　
「
昔
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
砦
の
あ
る
山
の
後
ろ
に
、
ブ
ラ
カ
ン
・
グ
ヌ
ソ

（
切
㌶
冨
謡
σ
q
あ
。
窪
。
魯
σ
Q
）
と
呼
ば
れ
る
木
彫
工
芸
射
た
ち
の
住
む
村
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
見
事
な
木
彫
を
創
作
す
る
人
々
が
昔
な
が
ら
の
道
具
を
用
い
て

仕
事
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
技
術
に
は
賞
賛
に
価
す
る
も
の
が
あ
る
。
控
え

目
に
床
に
坐
り
、
製
作
に
励
む
褐
色
の
肌
の
人
々
に
尊
敬
の
念
を
覚
え
、
彼

ら
が
生
来
の
芸
術
家
で
あ
る
と
感
じ
入
る
の
で
あ
る
。

　
誰
が
彼
ら
の
能
力
を
鍛
え
た
の
か
i
誰
が
田
舎
の
素
朴
な
人
々
に
木
彫
や

絵
の
指
導
を
し
た
の
か
（
中
略
）
。

　
そ
れ
は
、
昔
よ
り
親
か
ら
子
へ
と
習
い
伝
え
た
技
法
で
あ
る
。
ブ
ラ
カ
ン

戸
グ
ヌ
ソ
で
は
、
村
饗
す
べ
て
が
木
彫
師
や
家
具
職
人
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

老
い
も
若
き
も
皆
が
木
彫
技
術
を
心
得
て
お
り
、
技
量
に
応
じ
た
仕
事
を
し

て
い
る
。

　
ジ
ェ
パ
ラ
に
は
、
家
具
を
製
作
す
る
村
が
ほ
か
に
も
あ
る
が
、
優
秀
な
木

彫
技
術
を
も
っ
た
村
は
ブ
ラ
カ
ソ
・
グ
ヌ
ン
た
だ
ひ
と
つ
で
あ
る
。
な
ぜ
他

村
で
こ
の
よ
う
な
木
彫
品
を
作
ら
な
い
の
か
と
よ
く
質
問
さ
れ
る
が
、
『
ほ
．

か
の
者
に
は
で
き
な
い
。
ブ
ラ
カ
ソ
・
グ
ヌ
ソ
生
ま
れ
の
者
だ
け
が
で
き
る

の
で
す
。
』
と
い
う
答
え
が
き
ま
っ
て
返
っ
て
く
る
。
で
は
、
な
ぜ
だ
め
な

の
か
と
尋
ね
る
と
、
『
ブ
ラ
カ
ソ
・
グ
ヌ
ソ
に
だ
け
ダ
ニ
ャ
ン
（
O
ρ
p
す
づ
α
Q
・

土
地
の
精
霊
）
が
お
り
、
彼
ら
の
子
孫
に
だ
け
そ
の
す
ば
ら
し
い
才
能
を
与

え
る
の
で
す
。
』
と
い
う
返
事
が
か
え
っ
て
く
る
。
」

　
別
の
箇
所
で
は
、
ジ
ュ
パ
ラ
の
木
彫
品
が
世
間
で
認
め
ら
れ
る
に
は
良
き

理
解
者
や
協
力
者
が
必
要
で
あ
る
が
、
さ
い
わ
い
に
も
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
東
西

協
会
の
協
力
を
得
て
、
工
芸
品
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
が
述
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
〇
二
年
六
月
に
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
東
西
協
会
が
主
催
し
た
「
東

イ
ン
ド
工
芸
展
」
が
成
功
を
お
さ
め
た
こ
と
、
そ
こ
に
ジ
ュ
パ
ラ
の
木
彫
品

も
出
品
さ
れ
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
工

芸
を
は
じ
め
と
す
る
植
民
地
に
お
け
る
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
本
国
の
人

々
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
記
事
を
通
し
て
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
木
彫
工
芸
の
秀
れ
た
芸

術
性
を
オ
ラ
ン
ダ
人
に
紹
介
し
、
彼
女
自
ら
工
芸
師
の
育
成
と
保
護
に
努
め
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た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
雑
誌
の
中
で
は
、
彼
女
の
寄
稿
に
先
立
っ
て
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
紹
介
記
事
が

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
の
記
事
が
ア
ベ
ソ
ダ
ノ
ソ
（
口
●
蜜
・
》
び
①
口
α
ρ
離
O
⇔
）

夫
人
を
介
し
て
雑
誌
社
に
渡
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
カ
ル
テ

ィ
ニ
は
著
作
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
一
九
〇
三
年
二
月
十
七
日
付
の

ア
ベ
ソ
ダ
ノ
ソ
（
い
即
諺
び
Φ
＆
§
8
）
宛
の
手
紙
の
中
で
、
「
生
ま
れ
て
初

め
て
実
名
で
公
表
し
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
が
私
達
を
宣
伝
と
し
て

使
っ
た
こ
と
を
こ
こ
ろ
よ
く
思
わ
な
い
〔
囚
㊤
落
主
口
O
O
。
ご
b
。
M
Q
。
〕
。
」
と
記
さ

れ
て
あ
る
。
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
一
体
何
の
宣
伝
に
使
わ
れ
た
の
か
ー
オ
ラ
ン
ダ

語
教
育
を
受
け
た
ジ
ャ
ワ
人
女
性
の
好
例
と
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

彼
女
は
記
事
の
中
で
「
東
西
協
会
」
に
雷
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
協
会

の
宣
伝
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

　
さ
て
、
臨
港
§
自
勲
ミ
織
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
出
版
さ
れ
て
い
た
週
刊
誌

で
あ
っ
た
。
毎
週
お
よ
そ
六
つ
の
記
事
が
数
枚
以
上
の
写
真
付
き
で
掲
載
さ

れ
、
全
体
が
十
六
頁
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
記
事
は
、
政
治
・
経
済
・
文
化

・
植
芝
地
事
情
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
よ
び
、
し
か
も
時
勢
に
合
っ
た
ト

ピ
ヅ
ク
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
視
点
は
中
道
で
あ
り
、
現
在
で
は

肉
粛
§
蔑
§
義
を
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
社
会
を
知
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し

て
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
カ
ル
テ
ィ
一
一
に
開
し
て
は
、
先
述
の
彼
女
の
記
事
の
ほ
か
に
、
一
九
〇
四

年
十
一
月
十
二
日
に
追
悼
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第

三
章
で
述
べ
る
。

　
⑦
、
「
藍
染
め
」

　
ロ
ー
フ
ァ
ー
ル
（
Ω
●
℃
’
渕
O
億
歳
ρ
O
困
）
、
ヨ
イ
ソ
ボ
ル
（
葭
・
梱
｝
償
団
円
び
O
ε

博
士
に
よ
る
『
オ
ラ
ン
ダ
領
葉
イ
ン
ド
に
お
け
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
と
そ
の
歴
史
』

の
中
の
「
藍
染
め
」
の
章
に
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
著
述
が
引
用
さ
れ
た
（
同
書

三
一
七
－
三
一
九
頁
）
。
序
章
の
一
節
を
次
に
引
用
し
た
い
。

　
「
こ
の
説
明
書
は
、
若
い
オ
ラ
ン
ダ
人
官
吏
が
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
本
を
出
版

し
よ
う
と
し
た
も
の
に
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
自
作
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
を
補
足
し
、

そ
れ
に
詳
し
い
説
明
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
一
八
九
八

年
の
展
覧
会
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
」
す
な
わ
ち
、
こ
の
本
の
出
版
年
は
一
九

一
四
年
で
あ
る
が
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
「
藍
染
め
」
の
説
明
書
き
は
、
一
八
九

八
年
に
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
婦
人
技
芸
展
覧
会
（
U
①
累
即
試
。
毒
器

日
Φ
纂
o
o
p
ω
富
感
p
σ
q
く
ρ
p
＜
瞬
。
口
≦
魯
碧
σ
Φ
崔
）
」
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
事
実
、
一
八
九
九
年
十
一
月
六
日
付
の
ス
テ
ラ
宛
の
手
紙
の
中
で
、

「
展
覧
会
の
た
め
に
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
説
明
書
を
作
っ
た
。
そ
れ
が
バ
テ
ィ
ヅ

ク
の
標
準
本
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
〔
丙
㊤
諄
ぎ
二
ゆ
二
”
悼
①
〕
し
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
の
第
一
版
は
　
九
〇
〇
年
に
H
・
ク
レ
イ
マ

ン
社
か
ら
、
第
二
版
は
一
九
一
四
年
に
A
・
オ
…
ス
ト
フ
ッ
ク
社
か
ら
出
版
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さ
れ
た
〔
ω
o
興
◎
8
触
り
。
。
合
日
O
b
。
〕
。

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
説
明
書
は
本
文
中
で
、
「
ジ
ュ
パ
ラ
・
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ

ト
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
仕
事
は
女
性
の
季
作

業
に
全
て
を
負
う
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
カ
ル
テ

ィ
ニ
が
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
藍
染
め
の
技
法
だ
け
で
な
く
、
そ
の
作
り
手
で
あ
る

無
名
の
女
性
達
の
存
在
を
、
し
っ
か
り
と
視
野
に
入
れ
て
書
い
て
い
る
こ
と

を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
、
彼
女
が
ジ
ャ
ワ
人
女
性
の
仕
事

ぶ
り
に
こ
こ
ろ
を
注
い
で
い
た
一
端
が
う
か
が
え
よ
う
。
ま
た
、
編
者
が
序

章
で
、
「
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
説
明
書
が
カ
ル
テ
ィ
ニ
に
よ
っ
て
、
見
事
な
オ
ラ

ン
ダ
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
こ
の
本
は
、
左
頁
に
オ
ラ
ン
ダ
語
、
右
頁
に
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
て
お
り
、

現
在
で
も
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
関
す
る
高
度
な
専
門
書
と
し
て
、
高
い
評
価
を
う

け
て
い
る
。

　
さ
て
、
今
ま
で
見
て
き
た
②
か
ら
⑦
ま
で
の
著
作
の
う
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
で

出
版
さ
れ
た
も
の
は
②
・
⑥
・
⑦
、
一
方
ジ
ャ
ワ
で
嶺
版
さ
れ
た
も
の
は
③

・
④
・
⑤
で
あ
る
。
両
老
を
比
較
す
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
読
者
を
対
象

に
書
か
れ
た
作
品
は
、
主
と
し
て
ジ
ャ
ワ
の
美
術
・
工
芸
に
関
す
る
内
容
で

あ
る
。
換
書
す
れ
ば
、
西
洋
人
む
け
の
ジ
ャ
ワ
の
文
化
紹
介
の
よ
う
な
趣
き

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
誇
り
を
も
っ

て
自
身
の
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
様
子
が
行
間
に
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
十
九
世
紀
宋
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
女
性
解
放
の
思
想
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
で
、
彼
女
が
女

性
と
し
て
且
つ
ジ
ャ
ワ
人
と
し
て
の
自
尊
の
念
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
成
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
一
方
、
③
と
④
は
ジ
ャ
ワ
の
文
化
・
社
会
を
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
オ
ラ

ン
ダ
人
を
対
象
に
、
当
勝
の
ジ
ャ
ワ
社
会
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の

内
容
と
掲
載
誌
に
つ
い
て
、
次
節
で
述
べ
よ
う
。

（
2
）
b
偽
亀
⇔
ぎ

　
本
節
で
、
『
デ
・
エ
ホ
ー
（
U
o
国
。
び
P
観
）
』
だ
け
を
扱
う
の
は
、
カ
ル

テ
ィ
ニ
が
予
約
購
読
者
且
つ
連
載
記
事
の
執
筆
者
と
し
て
、
深
く
か
か
わ
り

を
も
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
書
簡
集
の
中
に
『
デ
・
エ
ホ

…
』
の
掲
載
記
事
の
見
出
し
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
女

が
言
及
し
た
記
事
を
補
足
し
な
が
ら
書
簡
集
を
読
め
ば
、
彼
女
の
主
張
を
よ

り
明
確
に
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
雑
誌
の
傾
向
を

こ
こ
で
把
握
し
た
く
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
彼

女
は
一
九
〇
〇
年
四
月
五
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
（
資
料
④
）
、
お
よ
び
同

年
九
月
二
日
か
ら
十
一
月
十
八
日
ま
で
（
資
料
③
）
の
二
度
に
わ
た
っ
て
連

載
記
事
を
受
け
も
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
雑
誌
が
三
年
に
わ
た
っ

て
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
女
は
そ
の
六
分
の
一
の
期
間
を
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執
筆
者
と
し
て
か
か
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
読

者
と
し
て
影
響
を
受
け
る
一
方
で
、
寄
稿
す
る
こ
と
で
読
者
に
影
響
を
あ
た

え
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
『
デ
・
エ
ホ
ー
』
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
雑
誌
で
あ
っ
た
の
か
。

　
十
九
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
女
性
を
対
象
と
し
た
雑
誌
が
少
な
か

ら
ず
出
版
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
量
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
お

け
る
子
供
や
労
働
者
や
女
性
の
地
位
や
権
利
の
問
題
が
議
論
さ
れ
は
じ
め
て

き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
取
り
よ
せ

て
定
期
購
読
を
し
て
い
た
b
恥
蔑
。
嵩
§
ミ
題
富
ト
ミ
驚
（
『
ナ
ラ
ン
ダ
の
百
合
』
）

も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
同
権
・
自
立
・
解
放
を
め
ざ
す
社
会
運
動
の
一
部

と
し
て
、
女
性
の
地
位
の
問
題
を
追
求
す
る
こ
と
を
基
調
と
し
た
週
刊
誌
で

あ
っ
た
〔
冨
永
這
曾
一
合
ー
ミ
〕
。
こ
の
動
き
に
影
響
を
受
け
て
、
ジ
ャ
ワ

で
も
女
性
を
対
象
と
し
た
雑
誌
が
出
版
さ
れ
は
じ
め
た
。
そ
れ
が
『
デ
・
エ

ホ
ー
』
で
あ
り
、
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
二
年
ま
で
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
出
版
さ
れ
た
。
編
集
長
の
テ
ル
・
ホ
ル
ス
ト
（
］
U
O
目
踏
O
同
の
汁
）
夫
人
に
よ
る

「
創
刊
に
あ
た
っ
て
」
と
い
う
記
事
を
、
次
に
要
約
し
て
紹
介
し
よ
う
。

　
「
社
会
に
お
け
る
我
々
女
性
の
地
位
を
、
我
々
が
望
む
地
位
に
ま
で
高
め

る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
知
識
や
教
養
を
身
に
つ
け
て
日
々
立

ち
む
か
っ
て
い
く
時
が
、
す
で
に
東
イ
ン
ド
に
も
到
来
し
た
。
す
な
わ
ち
、

我
々
の
社
会
的
地
位
が
如
何
様
で
あ
る
か
と
問
わ
れ
る
晴
が
、
こ
こ
東
イ
ン

ド
に
す
で
に
到
来
し
た
の
で
あ
る
〔
b
馬
勲
ぎ
｝
八
九
九
年
十
月
十
一
日
〕
」
。

　
こ
こ
に
、
『
デ
・
エ
ホ
ー
』
が
女
性
の
尊
し
い
生
き
方
を
追
求
す
る
雑
誌
で

あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
そ
の
読
者
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
〇

一
年
八
月
四
日
か
ら
九
月
二
十
二
日
ま
で
の
『
デ
・
エ
ホ
ー
』
に
は
、
お
よ

そ
三
〇
〇
人
の
定
期
購
読
者
の
名
前
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は

ロ
ー
ゼ
ボ
ー
ム
（
菊
o
o
。
。
Φ
ぴ
。
。
欝
）
総
督
失
人
、
ダ
ウ
エ
ス
・
デ
ッ
ケ
ル

（
U
o
妻
、
①
ω
O
Φ
犀
園
霞
）
夫
人
、
作
家
ダ
ウ
ン
（
℃
・
》
・
∪
霞
営
）
の
長
姉
、

バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
女
学
校
を
経
営
し
て
い
た
ア
リ
ン
グ
（
○
●
〉
隔
一
一
p
α
尊
）
夫
人
、

オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
有
名
な
作
家
テ
レ
ー
ズ
・
ホ
ー
フ
ェ
ン
（
円
げ
①
み
。
。
①

鵠
。
〈
窪
）
、
女
流
作
家
で
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
文
通
相
手
の
ナ
ー
フ
ィ
ン
ク
・
ス

ー
ル
（
○
く
一
轟
犀
一
G
D
O
Φ
厭
）
、
同
じ
く
女
流
作
家
の
ス
フ
テ
レ
ソ
（
竃
．
＜
雪

ω
き
馨
巴
Φ
p
）
な
ど
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
、
そ
の
中
に
は
カ

ル
テ
ィ
ニ
の
名
前
も
見
受
け
ら
れ
る
。
大
半
が
東
イ
ン
ド
在
住
の
オ
ラ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

的
な
女
性
の
名
前
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
は
、
　
オ
ラ
ン
ダ
在
佐
野
の
ほ
か

に
、
若
干
名
で
あ
る
が
ド
イ
ツ
や
東
京
在
住
の
読
老
も
い
る
。
ま
た
、
バ
タ

ヴ
ィ
ア
の
新
聞
〉
「
鴛
漉
き
防
§
載
．
b
騎
恥
の
編
集
部
や
吐
碗
書
サ
ー
ク
ル
の
代
表

者
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
数
の
人
々
が
こ
の
雑
誌
を
輪
読
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
読
者
層
を
把
握
す
る
た
め
に
広
告
を
み
て
み

よ
う
。
そ
こ
に
は
う
ブ
ー
ニ
ン
グ
（
じ
u
§
貯
⑳
）
購
版
社
、
デ
・
イ
ン
デ
ィ
ッ
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カルティ＝の著作と追悼記事について（富永）

シ
ュ
。
ク
ラ
ン
ト
（
∪
①
ぎ
蝕
。
。
畠
o
O
8
雷
暮
新
聞
）
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
女
子

寝
宿
学
校
、
パ
リ
の
プ
ラ
ン
タ
ン
百
賀
店
の
衣
料
部
…
門
の
カ
タ
ロ
グ
販
売
な

ど
の
広
告
が
、
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
東
イ
ン
ド
在

佐
の
裕
福
な
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性
を
、
主
た
る
読
老
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
次
に
、
記
事
の
内
容
と
構
成
を
み
て
い
こ
う
。
雑
誌
全
体
が
十
六
頁
あ
り
、

論
説
・
連
載
事
記
・
連
載
小
説
・
文
通
欄
・
投
書
箱
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
特
に
、
女
性
解
放
を
テ
ー
マ
と
し
た
記
事
が
多
い
。
例
え
ば
、
女
性
解

放
運
動
の
指
導
者
達
、
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
の
た
め
の
仕
事
…
薬
剤
師

・
着
護
婦
な
ど
、
女
性
と
結
婚
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
女
子
H
B
S
、
オ
ラ
ン
ダ

文
学
の
中
の
女
性
達
、
女
性
の
経
済
状
態
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
女
性
の
暮
し
、

結
婚
に
関
す
る
法
律
、
自
由
結
婚
に
つ
い
て
な
ど
女
性
の
新
し
い
生
き
方
を

追
求
す
る
内
容
の
記
事
が
毎
回
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
構
成
内
容
は
、
先
述
の
『
オ
ラ
ン
ダ
の
百
合
』
と
非
常
に
酷
似
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
ウ
ィ
ー
ク
・
カ
レ
ン
ダ
ー
、
文
通
欄
…
、
投
書
箱
、
読
書
案

内
の
形
態
は
、
『
オ
ラ
ン
ダ
の
百
合
』
を
手
本
に
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
異
な
る
点
は
『
デ
・
エ
ホ
ー
』
で
は
連
載
小
説
や
肩
の
こ
ら
な
い
掌

編
小
説
、
料
理
欄
（
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
パ
ソ
の
作
り
方
、
フ
ル
コ
ー
ス
の
メ

ニ
ュ
ー
の
作
り
方
が
初
心
春
む
け
に
解
説
さ
れ
て
い
る
）
が
毎
回
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
東
イ
ン
ド
各
地
の
文
化
や
生
活
を
紹
介
す
る
企
画
も
あ
る
。

ほ
か
に
、
日
本
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
も
翌
旦
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
点
が
、
全
体

が
女
性
解
放
思
想
で
貫
か
れ
て
い
た
『
オ
ラ
ン
ダ
の
百
合
』
と
の
相
異
点
で

あ
る
。
『
デ
・
エ
ホ
ー
』
の
揚
合
は
、
東
イ
ン
ド
在
住
の
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性

を
読
者
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
絶
対
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
女
性
解
放
思
想
に
も
あ
ま
り
関
心
の
な
い
女
性
に
も
楽
し
め
る
よ
う
、

企
画
・
編
集
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
ど
の
よ
う
な
記
事
を
書
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
③
で
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
総
督
の
歓
迎
会
に
列
席
し
た
晴
の
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
④
で
は
、
ジ
ュ
パ
ラ
に
軍
艦
が
入
港
し
町
中
が
大
さ
わ
ぎ

に
な
っ
た
様
子
や
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
達
が
艦
内
を
視
察
し
た
こ
と
や
オ
ラ
ン
ダ

人
水
兵
達
と
の
交
流
を
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
ジ

ャ
ワ
の
慣
習
を
破
っ
た
行
動
を
と
っ
た
こ
と
を
、
自
ら
公
言
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
本
稿
で
は
、
③
の
「
総
督
の
日
」
に
絞
っ
て
次
に
述
べ
た
い
。

　
ロ
…
ゼ
ボ
ー
ム
総
督
失
妻
の
ス
マ
ラ
ン
訪
問
が
決
定
し
、
そ
の
歓
迎
会
に

カ
ル
テ
ィ
ニ
の
父
親
（
当
時
ジ
ュ
パ
ラ
の
レ
へ
γ
ト
”
諾
σ
q
①
蓉
知
事
）
も
列

席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
父
親
は
歓
迎
会
に
カ
ル
テ
ィ
ニ
も
出
席
す
る
こ
と

を
許
し
た
た
め
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
と
そ
の
妹
達
と
父
親
が
そ
ろ
っ
て
ス
マ
ラ
ン

へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
記
事
の
中
で
、
ス
マ
ラ
ン
へ
の
道

中
の
こ
こ
ろ
は
ず
む
様
子
や
、
総
督
央
妻
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。
ま
た
、
総
督
を
迎
え
る
ス
マ
ラ
ソ
の
街
は
旗
や
花
で
あ
ふ
れ
、
非
常
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に
華
や
い
だ
趣
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
詳
細
に
描
写
し
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
達
は
そ

の
雰
囲
気
に
呑
ま
れ
て
非
常
に
昂
奮
し
た
と
擬
し
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
こ

と
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
文
章
を
挙
げ
よ
う
。

　
「
父
は
栄
達
が
喜
々
と
し
て
い
る
の
を
見
て
、
満
足
そ
う
に
微
笑
を
う
か

べ
て
い
た
。
お
父
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
父
に
対
す
る
感
謝
の
念
が

こ
み
上
げ
て
き
た
。
親
愛
な
る
父
は
ど
ん
な
に
私
達
を
愛
し
て
い
る
こ
と
か

（
中
略
）
。
父
は
昔
か
ら
続
い
て
き
た
因
習
を
破
っ
て
ま
で
し
て
、
私
達
を
外

の
世
界
へ
連
れ
出
し
て
く
れ
た
。
私
達
を
幸
福
に
し
て
く
れ
た
。
私
達
は
外

出
や
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
す
る
こ
と
が
嬉
し
い
の
で
は
な
く
、
自
由
に
歩
き

ま
わ
れ
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
る
。
高
く
厚
い
塀
の
中
と
は
全
く
異
な
る

空
気
が
吸
え
る
、
自
由
な
状
況
を
嬉
し
く
思
う
一
そ
し
て
、
そ
れ
は
父
が
私

達
に
与
え
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
ご
先
祖
様
が
こ
れ
を
知
れ
ば
、
お

墓
の
中
で
驚
嘆
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
度
量
の
狭
い
人
々
も
ま
た
大
層
驚
く
こ

と
で
あ
ろ
う
。
…
…
私
達
は
、
ジ
ャ
ワ
全
体
を
照
ら
す
新
し
い
時
代
の
夜
明

け
に
、
今
立
っ
て
い
る
〔
b
馬
肉
鼻
。
一
九
〇
〇
年
十
月
二
十
一
日
〕
」
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
父
親
の
許
し
を
得
て
閉
居

の
慣
習
を
破
っ
た
こ
と
を
、
一
九
〇
〇
年
の
蒋
点
で
活
字
を
使
っ
て
公
配
し

た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
を
銚
判
ず
る
難
論
依
然
と
し
た
人
々
に
対

し
て
「
度
量
の
狭
い
人
々
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼

女
は
新
し
い
時
代
1
閉
居
の
慣
習
が
消
滅
す
る
時
代
一
が
到
来
す
る
こ
と
を

予
感
し
、
自
身
が
そ
の
夜
明
け
に
相
当
す
る
時
期
に
位
置
す
る
と
述
べ
、
自

己
を
正
当
化
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
カ
ル
テ
ィ

ニ
が
ジ
ャ
ワ
社
会
の
実
状
i
ジ
ャ
ワ
の
困
習
に
束
縛
さ
れ
た
状
況
を
認
識
し

た
上
で
、
未
来
を
指
向
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
な
あ
ね
、
　
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
］
り
一
α
q
ρ
ω
o
①
創
勲
種
ρ
　
（
ゴ
～
姉
目
妹
）
　
と
い
・
り
ペ
ン
・
不
…

ム
を
用
い
て
執
筆
し
た
が
、
そ
れ
が
誰
で
あ
る
の
か
す
ぐ
に
人
の
知
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
〔
囚
霞
慧
巳
這
障
”
嵩
O
I
匿
O
〕
こ
と
を
手
紙
に
書
い
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
彼
女
の
も
と
に
は
原
稿
の
依
頼
件
数
が
増
加
し
た
。
実
際
に
は
、

彼
女
が
寄
稿
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
父
親
の
問
意
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

三
あ
っ
た
と
書
簡
集
の
中
に
幾
度
か
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

当
時
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
文
筆
家
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
い

え
よ
う
。

①
K
王
T
L
V
所
蔵
の
コ
ル
フ
の
ブ
ッ
ク
カ
タ
ロ
グ
の
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い

　
る
。

②
　
オ
ラ
ン
ダ
人
作
家
（
呼
○
◎
①
O
I
H
り
ω
Q
◎
）
。
そ
の
作
品
は
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
愛
読
書
で
あ

　
つ
た
。

③
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
文
通
相
手
。
疵
は
オ
ラ
ン
ダ
の
社
会
斑
主
労
働
党
（
S
D
A
P
）

　
の
国
会
議
員
で
あ
り
、
夫
人
は
作
家
で
あ
っ
た
。

④
女
性
解
放
運
動
家
、
文
筆
家
（
一
〇
Q
①
Q
Q
l
一
㊤
Q
Q
O
）
。
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
そ
の
著
作
に
影

　
響
を
受
け
た
。

⑤
　
こ
の
中
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
女
性
も
含
ま
れ

　
る
と
思
わ
れ
る
。
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カルテa＝の著作と追悼記事について（冨永）

⑥
当
瞬
の
ジ
ャ
ワ
で
、
未
婚
女
性
の
名
前
が
赴
け
の
場
に
の
ぼ
る
こ
と
は
、
そ
の

　
女
性
に
「
傷
が
つ
く
」
こ
と
［
開
母
二
鐵
一
曾
一
n
卜
。
ω
£
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

頂
　
力
ル
テ
ィ
ニ
の
追
悼
記
事

　
こ
れ
ま
で
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
生
前
に
公
表
し
た
著
作
を
紹
介
し
、
彼
女
の

見
解
や
活
動
を
み
て
き
た
。
で
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
生
前
に
、
人
々
に
ど
の

よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
死

亡
直
後
の
追
悼
記
事
を
紹
介
し
、
こ
の
点
を
考
え
る
。
そ
こ
か
ら
、
彼
女
の

生
き
た
姿
が
考
察
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
死
亡
に
つ
い
て
は
寒
ミ
笥
ぎ
O
ミ
偽
に
記
載
さ
れ
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
当
時
の
新
聞
・
雑
誌
が
、
彼
女
の
死
亡
を
報
道
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
本
章
で
は
、
東
イ
ン
ド
側
か
ら
き
罫
ミ
ミ
竃
ミ
寒
織
趨
を
、
オ
ラ
ン

ダ
側
か
ら
肉
叢
§
霞
負
ミ
戚
を
と
り
上
げ
る
。
そ
れ
ら
は
、
生
前
の
カ
ル
テ

ィ
ニ
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

（
A
）
　
§
恥
ぎ
ミ
載
§
ミ
⇒
ミ
萄

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
、
　
一
九
〇
四
年
九
月
十
七
日
に
死
亡
し
た
が
、
そ
の
約
三

週
間
後
の
十
月
九
日
に
追
悼
記
事
が
写
真
付
で
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
は
主
と

し
て
、
④
カ
ル
テ
ィ
ニ
と
西
欧
文
明
と
の
か
か
わ
り
、
⑤
彼
女
の
使
命
、
◎

結
婚
と
晩
年
の
生
活
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
、
③
に
つ
い
て
は

「
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
西
欧
文
明
に
近
ず
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ワ
人
と
疎
遠

に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
そ
の
過
程
に
お
い
て
自
ら

こ
こ
ろ
を
磨
き
、
こ
こ
ろ
の
成
長
に
よ
っ
て
、
逆
に
民
衆
に
共
感
を
覚
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
⑤
に
つ
い
て
、
そ
の
使
命
は
ジ
ャ

ワ
人
女
性
の
地
位
向
上
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
開
設
し

た
女
子
校
が
ジ
ャ
ワ
や
オ
ラ
ン
ダ
人
の
間
で
評
判
に
な
っ
た
こ
と
や
、
ジ
ュ

パ
ラ
の
木
彫
品
を
は
じ
め
と
す
る
特
産
贔
を
広
め
た
こ
と
が
、
ジ
ャ
ワ
人
に

大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
◎
に
つ
い
て
、

結
婚
す
る
こ
と
が
彼
女
の
本
意
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て

い
る
。
そ
し
て
、
西
欧
教
育
を
受
け
た
カ
ル
テ
ィ
ニ
も
、
結
局
は
ジ
ャ
ワ
の

慣
習
を
拒
否
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
結
婚
後
の
生
活
に
つ
い
て
は
、

家
庭
環
境
が
悪
く
決
し
て
幸
福
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

も
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
産
業
の
振
興
に
つ
と
め
、
オ
ラ
ン
ダ
の
共
同
組
合
の
方

法
を
と
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
九
〇
五
年
二
月
十
二
日
号
に
は
「
ジ
ュ
パ
ラ
の
思
い
出
」
と
い

う
記
事
が
あ
り
、
そ
の
一
部
に
カ
ル
テ
ィ
ニ
を
偲
ぶ
箇
所
が
あ
る
。
こ
こ
に

抜
粋
し
、
紹
介
し
た
い
。

　
　
「
カ
ル
テ
ィ
ニ
と
の
長
い
会
謡
の
申
で
、
彼
女
が
こ
よ
な
く
愛
す
る
ジ

　
　
ュ
パ
ラ
の
人
々
と
土
地
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
。
彼
女
が
そ
の
人
々

　
　
た
ち
の
た
め
に
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
ー
ジ
ュ
パ
ラ
の
民
芸
品
の
振
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興
、
と
り
わ
け
木
彫
工
芸
に
心
血
を
そ
そ
い
で
い
る
ど
語
っ
．
て
い
た
。

彼
女
の
教
養
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、
絵
薗
［
、
著
作
に
は
、
ネ
リ
ー
・
フ
ァ
ン

・
コ
ル
古
型
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
知
識
人
と
の
交
流
の
影
響

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
語
っ
て
い
た
。
ジ
ュ
パ
ラ
に
ジ
ャ
ワ
人
の

女
子
校
を
開
設
す
る
と
い
う
賞
賛
す
べ
き
試
み
は
、
女
性
の
地
位
向
上

と
ジ
ャ
ワ
人
の
高
揚
と
い
う
爵
的
が
あ
る
。

　
彼
女
が
教
養
あ
る
貴
族
の
女
性
で
あ
る
こ
と
は
、
外
見
だ
け
で
な
く

こ
こ
ろ
映
え
か
ら
明
白
に
察
せ
ら
れ
る
。
彼
女
は
ジ
ャ
ワ
人
を
こ
こ
か

ら
愛
し
て
お
り
、
彼
女
の
希
望
は
ジ
ャ
ワ
人
の
高
揚
の
た
め
に
共
に
働

く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
女
の
心
情
の
発
露
で
あ
る
。
彼
女
は
西

欧
文
明
の
良
い
も
の
を
、
ジ
ャ
ワ
人
に
与
え
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
彼
女
は
い
つ
も
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
話
し
て
く
れ
た
。
例
え
ば
、
ジ

ャ
ワ
人
に
つ
い
て
、
そ
の
高
揚
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
ジ
ュ
パ
ラ
の
ま

ち
の
歴
史
や
遺
跡
、
そ
れ
か
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
時
代
の
ジ
ャ
ワ
文
化
の
水

準
の
高
さ
な
ど
、
ジ
ャ
ワ
の
過
ぎ
し
黄
金
磐
代
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ

た
。　

私
達
は
長
時
間
に
わ
た
り
、
彼
女
の
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
あ
る
事
を
全

て
残
ら
ず
語
り
合
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
、
私
達
の
周
囲
に
人
が
集
ま
っ

て
き
た
た
め
、
当
た
り
障
り
の
な
い
会
話
に
移
行
し
た
。
そ
こ
に
シ
ャ

ン
ペ
ン
が
運
ば
れ
、
杯
を
交
し
な
が
ら
の
軽
い
会
話
と
な
っ
た
。

　
割
れ
ぎ
わ
に
、
私
は
彼
女
に
扇
子
に
名
前
を
書
い
て
ほ
し
い
と
書
つ

た
。
そ
の
日
本
製
の
扇
子
は
、
本
来
は
涼
を
と
る
た
め
に
扇
ぐ
も
の
で

あ
り
、
電
気
の
な
い
所
で
も
使
用
で
き
、
船
内
で
使
わ
れ
て
い
た
。
私

は
こ
の
扇
子
を
若
い
船
員
か
ら
も
ら
っ
た
。
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
、
そ
れ
に

大
き
く
し
っ
か
り
と
し
た
字
で
国
賃
寒
国
と
書
い
て
く
れ
た
。
」

（
B
）
　
爵
§
蔑
§
ミ

　
こ
の
雑
誌
は
、
前
章
で
述
べ
た
通
り
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
発
行
さ
れ
て
い

た
。
追
悼
記
事
に
は
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
写
真
を
付
け
て
、
一
九
〇
四
年
十
一
月

十
二
日
に
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
執
筆
者
が
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
文
通
相
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

乎
で
あ
っ
た
ゼ
ー
ハ
ン
デ
ラ
ー
ル
（
国
．
鵠
．
N
Φ
Φ
げ
ρ
⇔
山
①
冨
錠
通
称
ス
テ
ラ
）

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
に
全
文
を
紹
介
し
た
い
。

　
　
「
多
く
の
読
者
は
、
本
誌
一
九
〇
三
年
一
月
三
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
、

　
　
ジ
ュ
パ
ラ
の
木
彫
に
関
す
る
記
事
を
ま
だ
記
憶
に
と
ど
め
て
い
る
で
あ

　
　
ろ
う
。
そ
の
記
事
を
書
い
た
人
物
は
、
当
時
R
・
A
・
カ
ル
テ
ィ
ニ
と

　
　
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
　
　
手
紙
で
彼
女
の
早
す
ぎ
た
死
を
知
ら
さ
れ
て
以
来
数
週
間
悲
嘆
に
く

　
　
れ
て
い
る
が
、
こ
の
若
き
女
性
に
つ
い
て
、
残
し
て
く
れ
た
思
い
出
に

　
　
感
謝
を
捧
げ
つ
つ
、
述
べ
た
く
思
う
。

　
　
　
私
が
彼
女
か
ら
初
め
て
手
紙
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
一
八
九
九
年
六
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、
②

月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
長
き
に
わ
た
る
文
通
の
始
ま
り
で
、
自

分
の
年
令
に
つ
い
て
書
い
た
こ
と
な
ど
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
私
は

こ
の
文
通
に
よ
っ
て
、
入
間
と
し
て
確
か
な
考
え
を
も
っ
た
気
高
い
人

物
、
し
か
も
減
多
に
出
会
え
な
い
人
物
を
知
り
、
学
べ
た
こ
と
を
光
栄

に
思
う
。

　
三
姉
妹
の
写
真
を
こ
こ
に
も
う
一
度
掲
載
し
た
が
、
こ
の
三
ツ
葉
の

長
姉
が
最
も
洗
練
さ
れ
た
有
能
な
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
十
二
歳
ま

で
し
か
学
校
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
立
派
な
文
筆
家
も

う
ら
や
む
程
オ
ラ
ン
ダ
語
に
た
け
て
い
た
。
彼
女
の
手
紙
は
い
つ
も
見

事
な
文
章
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
豊
富
な
語
彙
で
外
国
人
が
書
い
た
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
立
派
で
、
賞
賛
に
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
生
来
の
恵

ま
れ
た
資
質
と
語
学
の
才
能
で
、
彼
女
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
多
読
す
る
こ

と
だ
け
で
第
二
の
母
語
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
女

は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
完
全
に
マ
ス
タ
ー
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
こ
の
点
に

つ
い
て
、
彼
女
は
首
を
縦
に
振
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
。

　
彼
女
の
理
想
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
甘
ん
じ
て
き
た
低
い
地
位
か
ら
、

ジ
ャ
ワ
人
女
性
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
彼

女
は
間
接
的
に
ジ
ャ
ワ
民
族
全
体
の
た
め
1
7
噛
な
る
仕
事
を
し
ょ
う
と
し

た
。
彼
女
は
、
子
育
て
を
す
る
女
性
か
ら
大
き
な
力
が
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。

　
番
謡
の
自
立
に
つ
い
て
、
民
衆
は
尊
敬
す
る
貴
族
か
ら
多
く
の
事
を

見
習
う
こ
と
か
ら
、
彼
女
は
手
始
め
に
貴
族
の
娘
達
の
教
育
に
と
り
く

ん
だ
。
彼
女
は
妹
達
と
「
緒
に
学
校
設
立
を
計
画
し
、
知
識
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
こ
こ
ろ
の
面
も
育
て
る
教
育
を
考
え
た
。
高
位
の
ジ
ャ
ワ

人
女
性
に
は
、
そ
れ
が
不
可
決
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

彼
女
の
教
育
案
に
は
保
健
や
病
三
年
護
も
重
視
さ
れ
て
い
た
。

　
三
ツ
葉
の
最
年
少
の
妹
が
結
婚
し
た
後
は
、
彼
女
は
も
う
ひ
と
り
の

妹
ル
ク
ミ
ニ
（
図
．
諺
・
蜀
。
Φ
犀
邑
昆
）
と
そ
の
理
想
に
む
け
て
推
進
し
た
。

　
彼
女
の
希
望
は
、
こ
の
計
画
に
必
要
な
知
識
を
オ
ラ
ン
ダ
で
修
得
す

る
こ
と
で
あ
り
、
昨
年
は
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
鋼
来
し
た
。
男
子
な
ら
大

き
な
好
機
に
遭
遇
し
た
と
思
う
で
あ
ろ
う
し
、
彼
女
自
身
の
境
遇
に
お

い
て
も
そ
う
思
わ
れ
た
。
レ
ヘ
ン
ト
の
子
息
が
オ
ラ
ダ
へ
留
学
す
る
。

男
子
な
ら
一
度
は
抱
く
希
望
で
あ
り
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
女
子

で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
こ
の
勢
敢
な
二
人
の
先
駆
者
が
、
そ
の
理
想
の
た
め
に
苦
悩
し
て
い

る
こ
と
を
誰
も
理
解
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
二
人
が
オ
ラ
ン
ダ
留
学

を
考
え
て
い
た
時
、
い
か
な
る
困
難
も
克
服
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
そ

の
矢
先
に
、
留
学
を
と
り
や
め
た
。
そ
の
理
由
は
こ
こ
で
は
言
及
で
き

な
い
が
、
彼
女
に
と
っ
て
そ
れ
が
い
か
に
大
き
な
犠
牲
を
と
も
な
っ
た

か
、
誰
も
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
自
ら
す
す
ん
で
そ
う
し
た
。
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な
ぜ
な
ら
、
彼
女
は
そ
う
す
る
こ
と
が
彼
女
の
理
想
に
捧
げ
る
ご
と
く
、

自
身
の
す
べ
き
事
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
『
私
達
は
自
分
自
身
に

属
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
に
属
し
て
い
る
』
と
、
披
女
は
留
学

を
と
り
や
め
ジ
ャ
ワ
に
と
ど
ま
る
と
い
う
苦
し
い
決
断
を
し
た
後
で
、

書
い
て
い
た
。

　
彼
女
が
そ
の
理
想
の
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
苦
悩
し
、
精
神
的
な
傷
手
を

負
っ
た
か
に
つ
い
て
、
私
は
こ
こ
に
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
書
け
ば

一
冊
の
本
ほ
ど
の
ボ
リ
ェ
ー
ム
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。

　
『
先
駆
者
に
は
何
ひ
と
つ
楽
し
い
こ
と
は
な
く
、
地
獄
の
苦
し
み
が

あ
る
と
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
獄
を
支
援
す
る
人
が
い
る

と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
苦

し
み
を
あ
じ
わ
い
ま
し
た
の
で
、
も
う
何
も
感
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。

い
つ
の
時
に
も
理
想
を
正
当
化
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
一
般

の
多
数
の
人
々
と
は
異
な
っ
た
印
を
つ
け
て
、
人
中
を
歩
き
回
る
こ
と

に
対
し
て
、
世
間
は
が
ま
ん
な
ら
な
い
の
で
す
。
世
間
か
ら
ず
っ
と
苦

し
め
ら
れ
た
結
果
、
自
分
の
服
を
脱
ぎ
捨
て
、
そ
の
代
わ
り
に
ご
く
普

通
の
服
を
着
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
』

　
彼
女
自
身
の
こ
と
ば
を
引
用
す
る
方
が
、
気
高
き
彼
女
が
こ
こ
ろ
狭

　
き
者
達
の
中
で
、
い
か
に
苦
悩
し
た
か
が
よ
く
わ
か
る
と
思
い
、
先

の
文
章
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
諦
め
の
境
地
で
そ
れ
を
耐
え
た
。

　
　
彼
女
は
そ
の
希
望
が
萎
ん
で
い
く
に
も
拘
ら
ず
、
全
能
の
神
を
信
じ
て

　
　
い
た
。
こ
の
ム
ス
リ
ム
の
女
性
は
本
当
に
純
真
で
あ
っ
た
か
ら
。

　
　
　
運
命
は
彼
女
に
別
の
決
定
を
下
し
た
。
つ
ま
り
、
彼
女
の
苦
労
は
実

　
　
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
昨
年
十
一
月
に
彼
女
は
レ
ン
バ
ン
（
国
Φ
日
σ
磐
σ
Q
）
の
レ
ヘ
ン
ト
と
結

　
　
婚
し
、
そ
し
て
長
男
の
出
産
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
。

　
　
　
彼
女
を
愛
し
た
者
に
、
彼
女
は
忘
れ
ら
れ
は
し
な
い
。
短
い
生
涯
の

　
　
中
で
彼
女
が
成
し
え
た
こ
と
は
消
滅
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
女
が
心
血

　
　
を
注
い
だ
民
族
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
希
望
す
る
。
」

　
右
の
文
章
に
は
、
カ
ル
テ
ィ
エ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
を
修
得
し
西
欧
文
閣
を
受

容
し
た
結
果
、
ど
の
よ
う
に
生
き
た
か
に
つ
い
て
手
際
よ
く
要
約
さ
れ
て
い

る
。
理
想
と
現
実
の
間
で
苦
悩
し
た
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
留
学
を
や
め
た
理
由
が
記
さ
れ
て
い
な

い
点
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
も
と
に
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
生
前
よ
り
社
会
で
広

く
知
ら
れ
て
い
た
点
、
「
倫
理
政
策
」
と
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
関
係

お
よ
び
彼
女
の
オ
ラ
ン
ダ
語
表
現
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
の
前
に
、
こ
れ
ら

の
記
事
の
内
容
が
一
致
す
る
点
を
記
す
。

　
そ
の
共
通
点
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
人
格
、
使
命
、
結
婚
に
つ
い
て
の
三
点
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カルティニの薯作と追悼記菓について（寓永）

で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
人
格
に
つ
い
て
は
、
彼
女
が
知
的
水
準
だ
け
で
な
く

精
神
的
に
も
高
度
な
人
物
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
使
命
に
つ
い
て
は
、

ジ
ャ
ワ
人
女
性
の
地
位
向
上
と
ジ
ャ
ワ
人
全
体
の
高
揚
に
献
身
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、
彼
女
は
ま
ず
女
子
校
を
開
設
し
、
ジ

ャ
ワ
貴
族
の
娘
の
教
育
に
着
手
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
女
が
生
ま
れ
育
っ
た
土

地
と
人
々
を
愛
し
て
い
た
表
れ
で
あ
っ
た
。
結
婚
に
つ
い
て
は
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
見
解
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　
次
に
、
追
悼
記
事
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
こ
う
。
両
方
の
雑
誌

に
お
い
て
、
有
名
人
が
死
亡
し
た
時
に
記
事
が
編
ま
れ
た
。
例
え
ば
、
（
A
）

の
雑
誌
で
は
著
名
な
レ
ヘ
ソ
ト
で
あ
っ
た
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
父
親
が
死
亡
し
た

時
に
は
、
約
三
週
間
後
に
追
悼
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
（
B
）
の
雑
誌
で
は
、

主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
著
名
人
が
死
亡
し
た
暁
に
、
そ
れ
が
編
ま
れ
た
。
カ

ル
テ
ィ
ニ
の
追
悼
記
事
の
形
態
は
、
両
方
の
雑
誌
に
お
け
る
著
名
人
の
そ
れ

と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
オ
ラ
ン
ダ
と
ジ
ャ

ワ
の
双
方
で
「
有
名
人
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
一
般
に
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
オ
ラ
ン
ダ
と
ジ
ャ
ワ
で
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
書
簡
集
の
出
版
（
一
九
一
一
年
）
以
降
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
確
か
に
、
譲
簡
集
が
版
を
重
ね
諸
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と

や
、
ジ
ャ
ワ
に
カ
ル
テ
ィ
ニ
学
校
が
次
々
と
開
校
さ
れ
た
結
果
、
彼
女
の
名

前
は
広
く
流
布
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
死
の
直
後
に
オ
ラ
ン
ダ
と

ジ
ャ
ワ
で
ほ
ぼ
同
隣
に
、
社
会
的
な
著
名
人
と
並
ん
で
追
悼
記
事
が
編
ま
れ

た
こ
と
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
名
前
が
生
前
よ
り
か
な
り
知
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
具
体
的
に
は
、
木
彫
工
芸
の
振
興
と
東
西
協

会
と
の
関
係
や
女
子
校
の
設
立
、
雑
誌
へ
の
寄
稿
を
通
じ
て
、
カ
ル
テ
ィ
ニ

の
知
名
度
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
彼

女
と
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
社
会
と
の
軋
礫
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
先
述
の
追
悼
記
事
を
読
め
ば
、
彼
女
が
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
ひ
と

り
苦
悩
し
た
姿
が
浮
ん
で
こ
よ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
実
像
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
章
で
記
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
カ
ル
テ
ィ
ニ
研
究
で
は
、
二
十
世
紀

初
頭
に
お
け
る
「
倫
理
政
策
」
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
運
動
と
の
関
連

に
お
い
て
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
考
察
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
追
悼

記
事
を
み
る
限
り
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
堪
能
で
あ
る
こ
と
は
努

力
と
才
能
に
よ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
倫
理
政
策
」
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
教

育
の
成
果
で
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
蔑
族
主

義
運
動
と
の
関
係
は
、
追
悼
記
事
に
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
最
後
に
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
章
表
現
に
つ
い
て
述
べ
る
。

カ
ル
テ
ィ
ニ
の
文
章
は
、
決
ま
り
文
句
（
ク
リ
シ
ェ
）
が
羅
列
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
〔
土
屋
∴
㊤
◎
。
①
…
b
。
目
礼
お
津
二
〇
呂
と
い
わ
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
何
を
も
と
に
し
て
文
章
を
書
い
た
か
、
と
い
う
点
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と
か
か
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
修
得
に
つ
い

て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
多
読
と
い
う
方
法
で
そ
れ
を
完
全
に
修
得
し
た
こ
と
が
、

（
B
）
の
追
悼
記
事
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
女
が
文

章
を
書
く
晴
、
そ
の
手
本
と
し
た
の
が
彼
女
の
読
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
章

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ

語
の
常
套
句
を
し
ば
し
ば
用
い
て
、
文
章
を
記
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
①
　
カ
ル
テ
ィ
ニ
よ
り
五
歳
年
長
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
在
往
の
公
務
員
。
女
権
拡
張

　
　
論
に
関
心
を
も
ち
、
『
オ
ラ
ン
ダ
の
百
合
』
を
通
じ
て
カ
ル
テ
ィ
ニ
と
文
通
を
始
め

　
　
た
。
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
ス
テ
ラ
を
厚
く
信
頼
し
、
互
い
に
理
解
し
合
っ
て
い
た
こ
と

　
　
が
、
書
簡
の
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
②
　
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
ス
．
テ
ラ
宛
の
第
一
信
を
、
一
八
九
九
年
五
月
二
十
五
日
付
で
記

　
　
し
て
い
る
【
囚
母
ひ
貯
一
お
撮
”
昌
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ャ
ワ
発
の
手
紙
が
約
一
ケ
月

　
　
後
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ス
テ
ラ
の
所
に
届
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一

　
　
九
世
紀
末
の
海
運
・
造
船
の
発
達
を
一
翼
に
示
す
一
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

W
　
む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
、
カ
ル
テ
ィ
エ
の
生
前
に
公
表
さ
れ
た
著
作
と
追
悼
記
事
を
紹
介
し
、

カ
ル
テ
ィ
ニ
の
実
像
を
考
察
す
る
手
が
か
り
を
求
め
て
き
た
。
そ
れ
は
次
の

よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
、
ジ
ャ
ワ
の
レ
ヘ
ソ
ト
の
家
庭
に
育
ち
オ
ラ
ン
ダ
語
に
堪

能
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
女
の
努
力
と
才
能
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ

た
。
彼
女
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
じ
て
西
欧
文
明
を
受
容
し
た
。
は
じ
め
、
彼

女
が
西
欧
文
明
に
近
ず
け
ば
ジ
ャ
ワ
文
化
と
疎
遠
に
な
る
と
懸
念
さ
れ
た
が
、

彼
女
は
そ
の
過
程
で
精
神
面
を
磨
き
、
ジ
ャ
ワ
の
民
衆
に
共
感
を
覚
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
女
は
自
身
の
使
命
を
は
た
そ
う
と
し
た
。

　
彼
女
の
使
命
と
は
、
ジ
ャ
ワ
人
女
性
の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
に
、
彼
女
は
女
子
校
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
彼
女
は
木
彫
工

芸
の
振
興
に
と
り
く
み
、
東
西
協
会
の
協
力
を
得
て
木
彫
品
の
販
売
ル
ー
ト

を
開
拓
し
た
。
木
彫
品
は
東
イ
ソ
ヂ
内
外
の
展
示
会
に
出
品
さ
れ
、
そ
の
芸

術
性
は
高
い
評
価
を
得
た
。
彼
女
は
木
彫
工
芸
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
誇

り
を
も
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
出
版
物
を
通
じ
て
紹
介
し
た
。
一
方
、
彼
女
は

ジ
ャ
ワ
の
慣
習
を
自
ら
改
め
よ
う
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ジ
ャ
ワ
人
女
性
の

地
位
が
著
し
く
低
い
こ
と
は
、
人
々
が
そ
の
慣
習
を
盲
目
的
に
遵
守
し
て
い

る
と
、
彼
女
は
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
、
彼
女
は
自
身
が
慣
習
を
破

打
し
た
一
例
を
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
雑
誌
を
通
じ
て
公
表
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
言
動
は
、
旧
態
依
然
と
し
た
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

批
判
の
的
と
な
っ
た
。
彼
女
は
理
想
と
現
実
の
問
で
苦
悩
し
た
。
そ
し
て
、

彼
女
は
失
意
の
う
ち
に
結
婚
し
た
が
環
境
に
恵
ま
れ
ず
、
　
年
後
に
長
男
を

出
産
し
て
亡
く
な
っ
た
。

　
そ
の
死
の
今
後
に
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
追
悼
記
事
が
オ
ラ
ン
ダ
と
ジ
ャ
ワ
で

掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
生
前
よ
り
、
双
方
の
社
会
で
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カルティニの著作と追悼記事について（富永）

知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
カ
ル
テ
ィ
ニ
と

「
倫
理
政
策
」
と
の
関
係
は
、
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
追
悼
記
事
に
は
、
「
ラ
デ
ソ
・
ア
ユ
・
ジ
ョ
ヨ
ア
デ
ィ
ニ
ン
グ
ラ
ッ

ト
（
菊
＆
窪
と
質
蕊
£
。
巴
ヨ
ぎ
α
q
α
q
同
．
象
）
を
偲
ぶ
」
と
嫁
ぎ
先
の
姓
名
で
、

掲
載
さ
れ
た
。
「
ラ
デ
ン
・
ア
ユ
」
と
は
貴
族
の
既
婚
女
性
の
称
号
で
あ
る
。

一
方
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
著
作
の
中
で
、
生
前
に
実
名
で
発
離
し
た
も
の
は
、

資
料
⑥
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
独
身
時
代
に
は
「
ジ
ュ
パ
ラ
の
レ
ヘ
ン
ト
の
娘

（儀

B
。
客
2
く
霧
伍
Φ
器
σ
q
Φ
着
く
節
昂
賢
も
9
茜
）
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
男
時
、

未
婚
女
性
が
一
人
の
人
間
と
し
て
固
有
名
詞
で
存
在
す
る
こ
と
が
、
非
常
に

難
し
い
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
彼
女
は
人
々
の
あ
い
だ
で
独

身
時
代
の
名
前
で
呼
ば
れ
は
じ
め
た
。
そ
れ
が
、
い
っ
か
ら
で
あ
る
か
は
知

ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
書
簡
集
が
出
版
さ
れ
、
「
カ
ル
テ
ィ
ニ
学
校
」
が
開

校
し
た
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
書
簡
集
は
、
ジ
ャ
ワ
の
因
習
と
闘
い
な
が
ら

女
性
の
地
位
向
上
に
献
身
し
た
カ
ル
テ
ィ
ニ
に
焦
点
を
あ
て
て
編
集
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
書
簡
集
を
読
ん
だ
人
々
が
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
純
粋
性
に

感
動
し
て
、
そ
の
清
純
な
イ
メ
ー
ジ
を
い
っ
そ
う
増
幅
し
、
「
ラ
デ
ソ
・
ア

ジ
ュ
ソ
・
カ
ル
テ
ィ
ニ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
ラ
デ
ソ

・
ア
ジ
ェ
ソ
（
園
ρ
α
窪
諺
＆
①
口
）
」
と
は
、
ジ
ャ
ワ
貴
族
の
未
婚
女
性
の
称

号
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
理
想
化
さ
れ
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
家
独
立
英
雄
」
と
な
る
過
程
と
一
致
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
の
過
程
で
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
実
像
i
現
実
と
理
想
の
間
で
苦
悩
し
た

姿
を
見
え
に
く
く
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
彼
女
の
理
想
と
は
そ
の
使
命
の
実
現
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
底

に
は
、
十
九
世
紀
末
の
西
欧
の
解
放
思
想
の
受
容
を
通
じ
て
、
入
種
的
、
性

的
差
別
か
ら
解
放
さ
れ
た
世
界
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
一
方
、
華
実

と
は
、
彼
女
が
オ
ラ
ン
ダ
と
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
社
会
か
ら
ジ
ャ
ワ
人
女
性
と
し

て
束
縛
さ
れ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ジ
ャ
ワ
人
女
性
の
視
点
で
捉
え

た
十
九
世
紀
末
の
ジ
ャ
ワ
社
会
の
実
状
で
あ
っ
た
。

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
実
像
が
解
明
さ
れ
る
た
め
に
、
そ
の
生
前
の
史
料
が
も
っ

と
紹
介
さ
れ
、
分
析
・
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
研
究
に
お
け
る

課
題
で
あ
ろ
う
。
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お
よ
び
、
本
文
中
の
資
料
に
挙
げ
た
文
献
。
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・
本
稿
の
作
成
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た
っ
て
京
都
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の
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先
生
に
貴
重
な
ご
示
唆
と

　
　
ご
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を
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わ
っ
た
。
記
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て
深
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を
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し
た
い
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